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何が目的で進学するのか
先週の懇談で、推薦入試について教えて欲しいという話がありましたので、先日の学

年集会で入試の選抜方法について説明をしました。今年度の県立高校の一般入試日は３

月５日（木）学力検査、６日（金）面接です。一般入試よりも１ヶ月早く、２月７日（金）

に面接や作文などの推薦入試があります。具体的な動きは、

①推薦入試受検希望申込書を提出する（11月末）
②校内推薦委員会が開かれ、推薦の可否が決まる

③校内推薦委員会で推薦が決まれば、推薦入試の出願準備に入る

④推薦入試の入学志願書を提出する

⑤推薦入試を受検する

⑥推薦入試に合格するれば、合格内定となる

⑦推薦入試に不合格なら、一般入試で再チャレンジ

何が規準になるかというと、

◆目的意識が明確であること

◆適性及び興味・関心を有すること

◆成業の見込みがあること

これから高校体験入学・オープンスクールがあります。是非、自分の進路を自分で決

めるために貴重な情報収集の機会にしてください。いずれにしても何が目的で進学する

のか。ただなんとなく…みんながするから…ではなく、明確な自分自身の答えを出して

ほしいと思います。勉強のモチベーションも大きく違ってくると思います。

学問に王道なし・継続は力なり
学年集会では、各クラスの正副室長にここまでのふり返りを発表してもらいました。

自分のクラスのいいところや改善点の話もありました。受験生ですので、勉強について

の話もありました。口々に｢息抜きをしながら…｣｢楽しいことも…｣という言葉もありま

した。夏休みですので部活や駅伝以外学校へ登校しなくなります。やろうと思えば、朝

から晩まで勉強ができるわけです。たしかに息抜きや楽しい企画も必要でしょう。です

が、ここで忘れてはいけないのが、この言葉ではないでしょうか。｢学問に王道なし！｣

学力とは、お金を払ってテキストを買ったり塾に行ったりすれば身に付くものでもな

く、インスタントでできるものでもありません。コツコツと地道にやり続けなければ大

きな力はつきません。時間をかけてじっくりと、この１ヶ月自分の勉強をつづけてくだ

さい。継続して勉強に専念すれば、夏休み明け少なからず変化が表れると思います。｢継

続は力なり｣です。それぞれがんばってください。

卒業研究のすすめ
先週金曜日、鳥取西高校ポスターセッション発表大会があり、希望者８名と参加して

きました。自分たちも卒業研究に取り組んでいるということで、高校生の取り組みが何

か参考になればと参加したのだと思います。

個人的にも、高校生がどんな取り組みをしているのか興味津々でした。高校２，３年

生が協同班をつくり、自分たちのテーマについて深く調べ、10 枚のスライド（手書きの
ものが多かった）にまとめ、巨大な段ボール板に貼って、それを披露しながら発表する
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というものでした。内容的には難解なものもありましたが、中学生３年生でも十分理解

できる内容も多く、たいへん参考になったと思います。協同で取り組んでいる分、参考

文献や資料が多いと思いました。

みなさんの卒業研究の進捗状況はどうでしょうか。この夏休みがまとまった時間をと

って取り組める最後のチャンスです。発表の形態も考えながらできるかぎり取り組んで

ほしいと思います。10年後、20年後に中学校の時に、あんなことやったなあとふり返る
ときがきっとくるでしょう。

夏休みの宿題（９教科以外）

※卒業研究は、模造紙１枚にまとめておくと発表するときに便利です。

模造紙１枚にまとめた人は、休み明けに村山まで提出してください。

発表会の方法を検討したいと思います。いずれにしても卒業研究集を作成

する予定です。

※セミナーは、ファイルに綴じて担任の先生に提出してください。

※夏休み後に、学級弁論大会・学年弁論大会を実施する予定です。

・卒業研究

・セミナー１０枚

・弁論作文（800字程度）別紙参照
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